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三冬社の「統計データ集シリーズ」は官庁統計をはじめ、自治体、企業・団体等の様々な調査データを収録！ マーケティング ・企画や施策提案に、商品開発、経営改善などに役立つデータがきっとある。講義、論文、学習に活用されるデータが満載！

地震や津波、風水害など、被害想定が拡大するニッポン！
各種災害から身を守る方法を検討するための幅広い統計集。

第 1章  災害史
第2章  東日本大震災と復興・過去の地震災害
第 3章  近年と過去の自然災害

第4章  災害医療
第5章  防災対策
第6章  防犯と安全

第 1章  ライフスタイルに関するデータ＆意識
第2章  スポーツ・健康に関するデータ＆意識
第 3章  趣味・娯楽に関するデータ＆意識

第4章  �イベント・アウトドアレジャーに関する
データ＆意識

第5章  観光に関するデータ＆意識

●ISBN978-4-86563-101-2
●三冬社 編集制作部 編
●2023年7月27日発行
●A4判336頁
●定価 本体14,800円＋税

● �阪神・淡路大震災（1995 年 1 月 17 日 5：46 M7.3）の 
死者・行方不明者数　　死者 6,434名　　行方不明者 3名

● �東日本大震災（2011 年 3 月 11 日 14：46 Mw9.0）の 
死者・行方不明者数　　死者 19,747名　　行方不明者 2,556名

● �インドネシア・スマトラ島沖大地震（2004 年 12 月 26 日 9：58 
Mw9.1）の死者・行方不明者数

　 死者 126,732名　行方不明者 93,662名
● �関東大震災（1923 年 9 月1日11：58 M7.9）の死者・行方不明者数
　 死者・行方不明者 約10万5千人
● �阪神・淡路大震災、東日本大震災、関東大震災の主な死亡原因と割合
　 阪神・淡路大震災……窒息・圧死 約7割
　 東日本大震災……溺死 約9割　　関東大震災……焼死 約9割

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す！

アフターコロナで急回復するレジャー・観光！
明暗を分ける各地の観光戦略に欠かせない統計データ集。

●ISBN978-4-86563-100-5
●三冬社 編集制作部 編
●2023年6月28日発行
●A4判336頁
●定価 本体14,800円＋税

● 日本人の国内延べ旅行者数の推移
　 2019 年 5億8710万人 ➡ 2021 年 2億6821万人 
　 ➡ 2022 年 4億1785万人
● 日本人の国内宿泊旅行者数の推移
　 2019 年 3億1162万人 ➡ 2021 年 1億4177万人
　 ➡ 2022 年 2億3247万人
● 日本人の国内日帰り旅行者数の推移
　 2019 年 2億7548万人 ➡ 2021 年 1億2644万人
　 ➡ 2022 年 1億8539万人
● 日本人の国内旅行消費額の推移
　 2019 年 21兆9312億円 ➡ 2021 年 9兆1835億円
　 ➡ 2022 年 17兆1929億円

例
え
ば
こ
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と
が
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女性の社会進出と負担の平等には何が大切か？ 賃金の格差縮小やジェンダーレス
な社会など、男女の共同参画に必要な統計を集めた資料集。

第 1章  官庁統計によるデータ
第2章  国が実施した調査
第 3章  自治体が実施した調査

第4章  団体・民間企業が実施した調査
第5章  国際比較データ

●ISBN978-4-86563-098-5
●三冬社 編集制作部 編
●2023年5月22日発行
●A4判328頁
●定価 本体14,800円＋税

● 職場でハラスメントを感じた女性の回答した相手の割合
　 1 位 上司 85.8％　2 位 同僚 39.6％　3 位 社長 14.8％
● ハラスメントを相談して「状況は改善しなかった」と回答した女性の割合
 　……81.9％
● 女性が「家庭と仕事を両立させるために必要だ」と思う項目
　 1 位 休暇が取得しやすい職場環境 70.1％
　 2 位 男性の家事・育児参加 69.0％　3 位 職場の理解・協力 67.4％
　 4 位 子どもを預けられる環境の整備 64.6％　
　 5 位 在宅勤務などの柔軟な働き方 61.6％
● 「学校行事は母親の参加が多い」と回答した東京都の教員の割合……89.8％
● ��「学校関係の児童の身の回りの準備は母親がやっていることが多い」

と回答した東京都の教員の割合……93.4％
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災害と防災・防犯 統計データ集2023

余暇・レジャー&観光 総合統計2023

男女共同参画社会データ集2023
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28 防災教育・防災訓練
静岡県「令和4年度　学校防災に関する実態調査」
2022年12月調査、静岡県教育委員会及び各市町教育委員会が所管する県立、市立及び町立の幼稚園、こども園、小学校、中学校、
義務教育学校、高等学校（定時制・通信制・分校を含む）、特別支援学校（分校・分教室を含む）1,150校園対象

5-28-1 学校の立地等により想定される
災害（複数回答可）図表 5-28-2 防災教育で取り組んでいる災害

（複数回答可）　図表
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5-28-3 防災教育に取り組んでいる教育活動の場（複数回答可）　図表

0

20

40

60

80
（％）

59
50

11
15 12

22

54

70 68

12

33

20

全体 n=1,150

項目

n

津
波

（
津
波
浸
水
域
等
）

水
害
（
洪
水
・

内
水
氾
濫
等
）

土
砂
災
害

（
土
石
流
・
地
す
べ
り
・

が
け
崩
れ
）

原
子
力
災
害

（
Ｐ
Ａ
Ｚ
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内

等
）

火
山
災
害

（
富
士
山
火
山
・

伊
豆
東
部
火
山
群
）

該
当
な
し

幼稚園・
こども園 249 22 49 32 14 12 16 

小学校 492  22  58 46 17 16 8

中学校 257  25 58  51 15  18  7 

高等学校 113 17  42 32  13 18 24

特別支援
学校 39  23  46 31  21  21  13 

項目

n

社
会

理
科

家
庭

保
健
体
育

そ
の
他
の
教
科

道
徳
の
時
間

総
合
的
な
探
求

（
学
習
）
の
時
間

学
校
行
事

学
級
活
動
・

ホ
ー
ム
ル
ー
ム

活
動

登
下
校
中

昼
休
み
・

休
み
時
間

P
T
A
活
動

（
参
観
会
等
）

そ
の
他

幼稚園・
こども園 249 － － － － － － － － － － － － －

小学校 492 74 59 6 8 11 24 51 77 74 16 49 0 1

中学校 257 54 51 21 28 14 31 72 57 63 10 15 0 1

高校学校 113 26 25 11 19 10 0 27 75 50 1 3 0 3

特別支援
学校 39 10 10 0 5 18 5 56 56 74 15 26 0 8

項目

n

地
震

津
波

風
水
害

（
暴
風
雨
・
洪
水
・
内

水
氾
濫
・
高
潮
）

土
砂
災
害

火
山
災
害

原
子
力
災
害

そ
の
他

幼稚園・
こども園 249 100 36 57 22 2 8 51

小学校 492 99 42 62 43 14 6 11

中学校 257 98 46 58 46 19 14 10

高等学校 113 99 38 39 29 12 5 19

特別支援
学校 39 100 54 51 31 15 10 36
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5-4-1 日本海溝・千島海溝沿いの領域区分図表
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（注）1　地震調査委員会（2017、2019）による日本海溝・千島海溝の領域区分
2　太平洋プレートの形状は本検討会において新たに作成（横田ほか、2017）。
3　領域区分は地震調査委員会（2017、2019）による。 

4 日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の発生状況と想定
内閣府 日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震による震源断層モデルと震度分布・
津波高等に関する報告書（2022年3月22日）」
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（1）福島県内への避難者数  6,147人
親戚・知人宅等 1）5,555人
（2023年 5月 1日現在）

借上げ住宅特例 2）570人 3）

（2023年 4月 3日現在）
　　　　　　　　　　等

（3） 避難先不明者    　　   5人
    避難指示

2-8-1 福島県の避難の状況図表

注：1）親戚・知人宅、施設・病院、県の借上げでない住宅、社宅等への避難者数。（災害対策本部総括班で集計したものである。）
：2）特例とは、自ら県内の民間賃貸住宅に入居した避難住民の賃貸借契約を県との契約に切り替え、県借上げ住宅とする特例措置
：3）各市町村において確認できた人数を集計したものである。

出典：復興庁「福島の復興・再生に向けた取組」、福島県災害対策本部「平成 23年東北地方太平洋沖地震による被害状況即報（第 1792報）」

2-8-2 東京電力による損害賠償の仮払い・本賠償の支払状況（2023年3月末時点）図表

資料：東京電力ホールディングス資料より経済産業省作成
出典：資源エネルギー庁「エネルギー白書 2023」

8 避難者の数と損害賠償額
復興庁「福島の復興・再生に向けた取組」、福島県災害対策本部「平成23年東北地方太平洋沖地震による被害状況即報（第1792報）」
資源エネルギー庁「エネルギー白書2023」
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仮賠償
0

2013/12/26
「中間指針第四次追補」

仮払　約1,543億円

個人
約32,545億円

団体・地方公共団体等
約46,938億円

法人、個人事業主など
約22,599億円

自主的避難等
約3,537億円

60,000

2013/1/30
「中間指針第三次追補」

2012/23/16
「中間指針第二次追補」

2011/12/6
「中間指針第一次追補」

2011/8/5
「中間指針」

（億円） 2022/12/20
「中間指針第五次追補」

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
（年度）

110,000

2023年3月時点で、総額約10兆7,163億円の
支払が行われている。

（上位7都県）
茨城県  2,465人
埼玉県  2,299人
東京都  2,292人
新潟県  1,867人
千葉県  1,327人
神奈川県  1,228人
宮城県  1,192人

（2）福島県外への避難者数  20,868人
（2023年 5月 1日現在）

避難指示区域からの避難対象者 ………………約2.1万人〔6町村の帰還困難区域〕

福島県全体の避難者数 ………………………… 27,020人

（2022年4月時点）※避難指示区域設定時（2013年8月）は約8.1万人
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1-17-3 旅行関連の物価の動き
（2012年〜2022年） 図表 1-17-4 スポーツ観戦・活動関連の物価

の動き（2012年〜2022年）
図表
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注：1）外食のうち、学校給食を除く。

1-17-1 交通関連の物価の動き
（2012年〜2022年） 図表 1-17-2 自動車関連の物価の動き

（2012年〜2022年） 図表
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注：1）道路運送車両法で規定される普通自動車、国内メーカーが販売するもの

17 消費者物価指数
総務省「2020年基準消費者物価指数　全国　年平均」（2023年1月20日更新）

年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

通勤定期
運賃（JR) 95.2 95.2 97.2 97.9 97.9 97.9 97.9 98.4 100 100.0 100

一般路線
バス代 93.8 93.8 96.2 97.1 97.2 97.3 97.7 98.6 100 100.8 101.7

高速自動車
国道料金 63.9 65.1 87.7 96.8 96.8 96.9 97.0 97.4 100 102.5 98.9

航空運賃 101.9 100.1 100.6 105.6 102.9 99.3 99.8 101.2 100 100.4 107.7

年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

普通
乗用車 A1） 94.0 94.0 95.6 96.8 97.3 97.6 97.8 98.6 100 100.2 101.0

レンタカー
料金 95.4 95.4 97.4 98.1 98.7 98.7 98.4 98.6 100 100.2 100.4

ガソリン 107.1 113.4 119.0 100.1 87.8 97.3 109.2 106.7 100 112.8 124.6

カーナビ
ゲーション 125.5 114.0 111.9 113.1 110.4 111.0 110.5 100.5 100 101.4 96.0

年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

宿泊料 101.5 101.7 107.2 111.7 114.2 115.8 117.8 120.1 100 115.7 114.6

外国パック
旅行費 79.7 80.8 86.1 86.8 91.0 92.8 101.0 105.5 100 100.0 100

一般外食1） 89.6 89.9 92.3 94.2 95.0 95.3 96.2 97.7 100 100.3 103.6

旅行用
かばん 94.0 93.7 96.2 99.7 101.5 100.1 98.7 98.2 100 94.3 94.6

年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

サッカー
観覧料 81.1 81.1 84.0 92.3 93.9 93.9 93.9 93.9 100 112.7 101.7

プロ野球
観覧料 92.5 92.5 95.4 96.4 97.7 98.2 98.2 98.2 100 101.8 104.5

ゴルフ
プレー料金 102.4 100.7 99.7 98.9 98.1 98.2 98.8 99.5 100 101.5 103.2

フィット
ネスクラブ
使用料

92.5 92.7 95.3 96.1 96.6 96.8 97.1 98.7 100 100.5 102.2

業種別支払い手段・タクシーの地域ごとのキャッシュレス利用状況
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1-32-1 男女・年代別、CL（キャッシュレス）利用者の割合（頻度ベース）図表

0

20

40

60

80

100
（％）

17 18 16
27 20 18 13 12 14

15 15 14

12
12 15

16 15 17

14 12 16

16
13 14

15 15 12

18 19 18

17

17 18 18 20 21

36 36 36 29
38 36 39 38 36

現金層

CL消極利用層 

現金 CL併用層 

CL積極利用層

フル CL層

70～79歳60～69歳50～59歳40～49歳30～39歳18～29歳女性男性全体

1-32-2 業種業態別、支払手段の割合（「最もよく使う手段」として回答した人数の割合）図表
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（注）2％未満は数値非表示

32 業種別支払い手段・タクシーの地域ごとのキャッシュレス利用状況
経済産業省「第5回 キャッシュレスの将来像に関する検討会（資料5 消費者実態調査の分析結果）2023年3月」（インターネット
調査）
2022年11月調査、全国の18歳〜79歳の消費者対象（n=4,800：男女年代均等割付）

（セグメントの定義）
• フル CL 層：可能な限り全てキャッシュレス決済を利用
• CL 積極利用層：7 〜 8 割程度はキャッシュレス決済を利用

• 現金 CL 併用層：現金とキャッシュレスを半分ずつ程度利用
• CL 消極利用層： 2 〜 3 割はキャッシュレス決済、あとは現金を利用
• 現金層：現金のみ利用
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4 コロナ感染症の娯楽業への影響・遊園地・テーマパークの状況
経済産業省「緊急事態宣言の解除で大幅に回復する遊園地・テーマパーク」「特定サービス産業動態統計調査」

4-4-1 娯楽業指数の年次推移（2015年〜2020年）と内訳業種のウエイト構成比図表
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資料：第 3次産業活動指数（経済産業省）
出典：経済産業省「緊急事態宣言の解除で大幅に回復する遊園地・テーマパーク」

4-4-2 コロナ禍における娯楽業指数の月次推移（2020年1月〜2021年8月）図表
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資料：第 3次産業活動指数（経済産業省）
出典：経済産業省「緊急事態宣言の解除で大幅に回復する遊園地・テーマパーク」

4-4-3 コロナ禍における遊園地・テーマパークの入場者数と売上高の月次推移
（2020年1月〜2021年8月）　図表
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資料：特定サービス産業動態統計調査（経済産業省）
出典：経済産業省「緊急事態宣言の解除で大幅に回復する遊園地・テーマパーク」

娯楽業指数の推移 ウエイト構成比
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1 配偶関係人口
総務省統計局「令和2年国勢調査 人口等基本集計結果 結果の概要」「人口推計」

1-1-1 配偶関係・男女別、15 歳以上人口の割合（2020 年）図表

（注）1　国勢調査における人口は、調査時に調査の地域に常住している者による常住人口である。「常住している者」とは、調査時において当該住居に 3 ヵ月以上にわたって住んでいるか、又は住む
ことになっている者をいい、3 ヵ月以上にわたって住んでいる住居又は住むことになっている住居のない者は、調査時現在居た場所に「常住している者」とみなした。なお、本邦内に常住
している者は、外国人を含めて全て調査の対象としたが、外国政府の外交使節団・領事機関の構成員（随員を含む。）、その家族、外国軍隊の軍人・軍属及びその家族は調査から除外した。

　　  2　不詳補完値による。
出典：総務省統計局「令和 2 年国勢調査 人口等基本集計結果 結果の概要」
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3 夫婦別姓と職場の制度に関する調査
連合（日本労働組合総連合会）「夫婦別姓と職場の制度に関する調査2022」（インターネット調査）
2022年7月調査、ネットエイジアリサーチのモニター会員の全国20歳〜59歳の働く（正社員・職員（民間企業、団体等）、公務員（正
規職員）、有期契約社員、嘱託社員、臨時・非常勤公務員、派遣社員、パートタイマー、アルバイト）男女対象（有効回収数：
1,000サンプル　男性：500s、女性：500s）

4-3-1 夫婦の姓のあり方についてどう思うか図表
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注：1）「自分は夫婦同姓がよい。自分たち以外の夫婦は同姓でも別姓でも構わない」「自分は夫婦別姓が選べるとよい。自分たち以外の夫婦は同姓でも別姓でも構わない」の計

注：1）「夫婦同姓がよい」「夫婦同姓で、配偶者の名字に変えたい」「夫婦同姓で、配偶者には自分の名字に変えてほしい」「旧姓を通称使用できる（している）ため、同姓でよい」の項目の 1
つ以上を選択した者の割合

：2）「夫婦別姓がよい」「配偶者の名字に変更しているが、旧姓に戻したい」の項目の 1つ以上を選択した者の割合

注：1）「夫婦同姓がよい」「夫婦同姓で、配偶者の名字に変えたい」「夫婦同姓で、配偶者には自分の名字に変えてほしい」「旧姓を通称使用できる（している）ため、同姓でよい」の項目の 1
つ以上を選択した者の割合

：2）「夫婦別姓がよい」「配偶者の名字に変更しているが、旧姓に戻したい」の項目の 1つ以上を選択した者の割合

4-3-2 独身・既婚別、選択的夫婦別姓が導入された場合、どうしたいか（複数回答）図表
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4-3-3 選択的夫婦別姓が導入された場合、どうしたいか（複数回答）図表
（単位：％）
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全 体 1,000 43.0 8.2 2.8 1.9 7.4 2.3 27.7 11.6 51.5 9.2

男女別 男 性 500 47.2 2.8 4.8 1.6 6.0 1.0 29.8 10.6 52.6 7.0
女 性 500 38.8 13.6 0.8 2.2 8.8 3.6 25.6 12.6 50.4 11.4

男女・
年代別

20代男性 125 34.4 4.0 5.6 0.8 7.2 － 35.2 15.2 42.4 7.2
30代男性 125 44.0 3.2 4.8 3.2 3.2 0.8 36.0 9.6 50.4 4.0
40代男性 125 52.8 － 3.2 1.6 4.0 3.2 28.0 9.6 55.2 7.2
50代男性 125 57.6 4.0 5.6 0.8 9.6 － 20.0 8.0 62.4 9.6
20代女性 125 40.0 16.8 0.8 2.4 11.2 2.4 22.4 12.0 52.8 12.8
30代女性 125 35.2 16.8 0.8 3.2 8.8 4.0 30.4 8.0 50.4 11.2
40代女性 125 41.6 12.0 0.8 1.6 4.8 4.8 24.8 16.8 50.4 8.0
50代女性 125 38.4 8.8 0.8 1.6 10.4 3.2 24.8 13.6 48.0 13.6

婚姻
状況別

独 身 463 29.8 8.4 2.2 2.8 9.1 0.4 36.7 14.7 39.3 9.3
既 婚 520 55.0 7.9 3.5 1.0 5.6 4.0 20.2 8.7 62.3 8.8
事実婚 13 46.2 7.7 － 7.7 23.1 － 7.7 7.7 61.5 23.1
同性パートナーあり 4 － 25.0 － － － － 25.0 50.0 25.0 －
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2-17-10 都道府県別、自治会長に占める女性の割合図表

2-17-11 都道府県防災会議の委員に占める女性の割合図表

（注）1   調査時点は原則として 2022年 4月 1日現在であるが、
各地方自治体の事情により異なる場合がある。

2　データの表記の都合上、島の省略等を行っているものが
ある。

資料：内閣府「地方公共団体における男女共同参画の形成又は女
性に関する施策の推進状況」（2022年度）

（注）1　調査時点は原則として 2022年 4月 1日現在であるが、    
各地方自治体の事情により異なる場合がある。

2　以下の都道府県においては一部市区町村を除く数値。（　）
内は未集計の市区町村の数。
岩手県（4）、東京都（5）、愛知県（1）、京都府（1）、大
阪府（4）、兵庫県（1）、島根県（1）、岡山県（1）、広島県（1）、
徳島県（3）、香川県（1）、愛媛県（1）、高知県（1）

3　データの表記の都合上、島の省略等を行っているものが
ある。

資料：内閣府「地方公共団体における男女共同参画の形成又は女
性に関する施策の推進状況」（2022年度）

都道府県
自治
会長数
（人）

うち
女性
（人）

女性
割合
（％）

大 阪 府 7,743 1,212 15.7

10％以上
8団体

高 知 県 4,406 656 14.9
沖 縄 県 1,098 147 13.4
東 京 都 8,731 1,137 13.0
徳 島 県 3,873 497 12.8
香 川 県 6,303 786 12.5
岡 山 県 7,902 845 10.7
神奈川県 6,889 727 10.6
奈 良 県 4,293 424 9.9

5％以上～
10％未満
18団体

福 岡 県 7,855 776 9.9
山 口 県 7,107 691 9.7
京 都 府 2,709 243 9.0
和歌山県 3,606 308 8.5
兵 庫 県 7,665 614 8.0
広 島 県 3,629 287 7.9
千 葉 県 9,232 678 7.3
鹿児島県 6,777 465 6.9
茨 城 県 7,894 537 6.8
愛 知 県 6,676 446 6.7
愛 媛 県 3,344 213 6.4
三 重 県 5,058 295 5.8
埼 玉 県 7,180 408 5.7
長 崎 県 4,238 231 5.5
岩 手 県 2,427 125 5.2
宮 城 県 4,593 239 5.2
岐 阜 県 7,625 386 5.1
滋 賀 県 3,349 163 4.9 3％以上～

5％未満
14団体

北 海 道 15,141 675 4.5
鳥 取 県 2,768 122 4.4

都道府県
委員
総数
（人）

うち
女性
（人）

女性
割合
（％）

徳 島 県 81 38 46.9
40％以上

3団体島 根 県 73 31 42.5
鳥 取 県 69 29 42.0
滋 賀 県 62 21 33.9

20％以上～
40％未満
15団体

鹿児島県 57 17 29.8
岐 阜 県 61 17 27.9
茨 城 県 52 14 26.9
佐 賀 県 69 18 26.1
東 京 都 87 22 25.3
埼 玉 県 73 17 23.3
広 島 県 73 17 23.3
群 馬 県 53 12 22.6
千 葉 県 53 12 22.6
福 島 県 54 12 22.2
青 森 県 60 13 21.7
栃 木 県 56 12 21.4
沖 縄 県 56 12 21.4
福 岡 県 61 13 21.3
京 都 府 66 13 19.7

15％以上～
20％未満
11団体

熊 本 県 57 11 19.3
長 野 県 80 15 18.8
福 井 県 56 10 17.9
新 潟 県 77 13 16.9
山 口 県 60 10 16.7
香 川 県 60 10 16.7
富 山 県 67 11 16.4
宮 崎 県 55 9 16.4
岩 手 県 77 12 15.6
岡 山 県 59 9 15.3

都道府県
自治
会長数
（人）

うち
女性
（人）

女性
割合
（％）

青 森 県 3,556 153 4.3

3％以上～
5％未満
14団体
（つづき）

宮 崎 県 2,641 109 4.1
島 根 県 3,405 136 4.0
新 潟 県 8,296 300 3.6
山 梨 県 2,166 78 3.6
大 分 県 4,104 148 3.6
福 島 県 6,058 199 3.3
熊 本 県 4,654 155 3.3
栃 木 県 3,953 124 3.1
石 川 県 4,042 127 3.1
福 井 県 3,676 110 3.0
秋 田 県 4,600 128 2.8

1％以上～
3％未満
7団体

富 山 県 4,041 101 2.5
静 岡 県 4,780 113 2.4
佐 賀 県 2,308 46 2.0
長 野 県 3,883 68 1.8
山 形 県 4,703 79 1.7
群 馬 県 2,430 25 1.0
合 計 243,407 16,532 6.8

都道府県
委員
総数
（人）

うち
女性
（人）

女性
割合
（％）

和歌山県 55 8 14.5

10％以上～
15％未満
13団体

三 重 県 65 9 13.8
長 崎 県 68 9 13.2
大 阪 府 61 8 13.1
奈 良 県 61 8 13.1
石 川 県 69 9 13.0
神奈川県 56 7 12.5
兵 庫 県 56 7 12.5
愛 媛 県 60 7 11.7
宮 城 県 58 6 10.3
北 海 道 69 7 10.1
愛 知 県 69 7 10.1
高 知 県 60 6 10.0
秋 田 県 61 6 9.8

10％未満
5団体

山 形 県 61 6 9.8
大 分 県 59 5 8.5
静 岡 県 60 4 6.7
山 梨 県 65 2 3.1
合 計 2,977 571 19.2

【誌面サンプル】

【誌面サンプル】

【誌面サンプル】



三冬社の「統計データ集シリーズ」は官庁統計をはじめ、自治体、企業・団体等の様々な調査データを収録！ マーケティング ・企画や施策提案に、商品開発、経営改善などに役立つデータがきっとある。講義、論文、学習に活用されるデータが満載！

気候変動による地球規模の災害の増加！  持続可能な社会の構築のためのエネル
ギー問題を見つめなおすのに最適な統計集。

第 1章  地球温暖化とは
第2章  �自然環境の変化と影響
第 3章  �温室効果ガス排出量に関するデータ

第4章  エネルギーに関するデータ
第5章  �都道府県別温室効果ガス

排出量・エネルギー消費

第6章  温暖化対策
第7章  �温暖化・エネルギーに関する意識

第 1章  官庁統計データ
第2章  �価格高騰への意識、 

物価＆家計

第 3章  �食の国際化
第4章  料理・食事に関するデータ＆意識
第5章  外食・中食に関するデータ&意識

第6章  �菓子・飲料・酒類に関する
データ＆意識

第7章  �コロナによる食生活の変化

●ISBN978-4-86563-097-8
●三冬社 編集制作部 編
●2023年3月27日発行
●A4判336頁
●定価 本体14,800円＋税

● エネルギー起源温室効果ガスの排出量（CO2 換算）の推移
　 中国　1990 年 22.0億トン ➡ 2020 年 101.9億トン △ 362％
　 インド　1990 年 5.7億トン ➡ 2020 年 21.4億トン △ 276％
　 ブラジル　1990 年 1.9億トン ➡ 2020 年 4.1億トン △ 109％
　 日本　1990 年 10.6億トン ➡ 2020 年 10.0億トン ▼ 6％
　 ドイツ　1990 年 9.5億トン ➡ 2020 年 6.0億トン ▼ 37％
　 イギリス　1990 年 5.6億トン ➡ 2020 年 3.1億トン ▼ 45％
● 2010 年～ 2020 年で年平均森林面積が増加した国
　 １位　中国 1,937（1,000ha/年）
　 2 位　オーストラリア 446（1,000ha/年）
　 3 位　インド 266（1,000ha/年）

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す！

食品の製造原価と価格上昇で食の安全は守られているのか？ 消費者行動の変化を
読み解くためのヒントを見つける総合統計データ集。

第 1章  食の安全に関するデータ＆意識
第2章  食中毒、衛生管理・予防等に関するデータ
第 3章  鳥インフルエンザ・家畜伝染病・BSE等に関するデータ

第4章  健康に関するデータ＆意識
第5章  健康食材・特定機能食品等に関するデータ＆意識
第6章  食育・食品ロス等に関するデータ＆意識

●ISBN978-4-86563-096-1
●三冬社 編集制作部 編
●2023年2月28日発行
●A4判328頁
●定価 本体14,800円＋税

● 内閣府の食品安全モニターが、食品安全モニターとして周囲に伝えたいこと
　 1位　食品添加物に関すること　11.8%
　 2 位　有害微生物（細菌等）、ウイルス等による食中毒に関すること　9.4%
　 3 位　いわゆる健康食品に関すること　8.9%
● 世界の遺伝子組換え農作物の栽培面積の割合
　 1位　大豆（9,190 万 ha）　48%
　 2 位　トウモロコシ（6,090 万 ha）　32%
　 3 位　ワタ（2,570 万 ha）　14%
● 消費者が必ず表示（義務表示に）してほしいと思う栄養成分名
　 1位 糖質 34.9%　　2 位 脂質 34.3%　　3 位 たんぱく質 31.6%
● �食品トレーサビリティ調査で「出荷の記録を保存している」と回答した 

“農業者”の割合……84.5%

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す！

食品価格の高騰がもたらすライフスタイルの変化
消費者の食を考え直すための総合統計集

●ISBN978-4-86563-094-7
●三冬社 編集制作部 編
●2023年1月26日発行
●A4判336頁
●定価 本体14,800円＋税

● �2022 年になって以前より値上がりしていると感じるモノやサービスの割合
　 １位　食料品　79.8％　２位　ガソリン・燃油　76.2％
　 ３位　水道光熱　61.9％　４位　日用品　59.0％　５位　外食　50.3％
● 値上げによって自身の家計に最も影響があると思う項目
　 １位　食料品　42.1％　２位　水道光熱　18.5％
　 ３位　ガソリン・燃油　16.9％
● �インターネット調査によるモノ・サービスの値上げによる 

1 世帯当たりの家計支出の平均増加額……14,673円
● 値上がりを感じている食料品
　 １位　野菜　65.7％　２位　肉・魚　44.4％
　 ３位　チーズなど加工乳製品　42.6％
● 値上がりによって買い控える食料品
　 １位　ビール　48.9％　２位　缶詰・瓶詰・乾物　48.3％
　 ３位　スイーツ・お菓子　48.1％

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す！

地球温暖化&エネルギー問題 総合統計2023

食の安全と健康意識データ集2023

食生活データ総合統計年報2023

日本における極端現象（大雨・猛暑日）の長期変化
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2-3-8 全国（15地点平均）の月平均気温における異常高温の年間出現数の経年変化
（1901年〜2021年）　図表

１
地
点
当
た
り
の
出
現
数

トレンド = 1.05（回／100年）

2020
（年）

201020001990198019701960195019401930192019101900
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5
（回）

異常高温の出現数

5年移動平均値

長期変化傾向

（注）1　15観測地点（網走・根室・寿都・山形・石巻・伏木・飯田・銚子・境・浜田・彦根・多度津・宮崎・名瀬・石垣島）の観測値を用いて解析を行った。
2　ここでは、異常高温を「1901～ 2018年の 118年間で各月における月平均気温の高い方から 1～ 4位の値」と定義している。

出典：気象庁「気候変動監視レポート 2021」

2-3-9 全国（15地点平均）の月平均気温における異常低温の年間出現数の経年変化
（1901年〜2021年）　図表

2020
（年）

201020001990198019701960195019401930192019101900
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0
（回）

トレンド =－0.71（回／100年）

１
地
点
当
た
り
の
出
現
数

異常低温の出現数

5年移動平均値

長期変化傾向

（注）1　15観測地点（網走・根室・寿都・山形・石巻・伏木・飯田・銚子・境・浜田・彦根・多度津・宮崎・名瀬・石垣島）の観測値を用いて解析を行った。
2　ここでは、異常低温を「1901～ 2018年の 118年間で各月における月平均気温の低い方から 1～ 4位の値」と定義している。

出典：気象庁「気候変動監視レポート 2021」

2-3-10 月平均気温・月降水量・月間日照時間の記録を更新した気象台等の地点数（2021年）図表

（注）　全国 153地点の気象台等の統計値を対象とした。
出典：気象庁「気候変動監視レポート 2021」

（単位：地点数）

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

記録の種別 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ 更新 タイ

平均気温 高い記録 22 8 126 5 5 2 2 1 10 2 3 1

降水量
多い記録 1 1 4 1 5 3 1 30 2 3

少ない記録 8 1 1 1

日照時間
多い記録 3 40 1 3 11 4 1 15 2

少ない記録 1 1

世界のエネルギー起源CO₂排出量（2020年）
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3-2-3 世界のエネルギー起源 CO2排出量
（2020年）に占めるG20諸国の割合図表 3-2-4

世界のエネルギー起源CO2排出量（2020
年）に占めるカンクン合意に基づき緩和
目標・行動を提出した国1）の割合図表

G7以外のG20
約59%

G7
約23%

G7以外のG20
約59%

G7
約23%

ロシア

中国

EU28ヵ国
（G7諸国1）

除く）

カナダ
1.6%

ドイツ

アルゼンチン
0.5%

その他

18.7%

メキシコ
1.1%
トルコ
1.2%
オースト
ラリア
1.2%
南アフリカ
1.2%
ブラジル
1.2%
サウジ
アラビア
1.5%
インドネシア
1.7%

韓国
1.7%

インド

フランス
0.8%

イタリア
0.9%

イギリス
1.0%

日本

アメリカ

世界の
エネルギー起源

CO2排出量
317億トン

うち、G20諸国の排出量
257億トン
（約81％）

13.4%

31.8%6.6%

4.9%

4.0%

3.1% 1.9%

世界の
エネルギー起源

CO2排出量
317億トン

I非附属書I国
約49%

付属書Ⅰ国3）

約34%

非附属書I国
約49%
非附属書I国
約49%
非附属書I国
約49%

付属書Ⅰ国3）

約34%

未提出国・その他2）

その他提出国
3.9%
シンガポール
0.1%

ブラジル
1.2%

メキシコ
1.1%

南アフリカ
1.2%

インド
ネシア
1.7%

韓国
1.7%

インド 中国

その他
附属書Ⅰ国
1.6％

オース
トラリア
1.2％

カナダ
1.6％

日本

ロシア

EU27ヵ国

アメリカ

イギリス
1.0％

13.4%

7.6%

4.9%
3.1%

31.8%

6.6%

16.2%

注：1）ドイツ、イタリア、フランス
資料：国際エネルギー機関（IEA）「Greenhouse Gas Emissions from Energy」2022 

EDITIONを基に環境省作成
注：1）非附属国Ⅰ国は FCCC/SBI/2013/INF.12/Rev.3を参照。
：2）注：1）に含まれていない非附属国Ⅰ国、及び注：1）のうち、資料に国別排出量

が掲載されていない国は、「未提出国・その他」に含まれている。
：3）カザフスタンは含まれているが、緩和目標・行動が未提出であるトルコは含まれ

ていない。
資料：国際エネルギー機関（IEA）「Greenhouse Gas Emissions from Energy」2022 

EDITIONを基に環境省作成

3-2-1 世界のエネルギー起源CO2排
出量図表 3-2-2 主な国別、1人当たりエネルギー

起源CO2排出量図表

全体
n=9,999

世界の
エネルギー起源

CO2排出量
317億トン

EU27ヵ国
（23.9）

その他
（55.1）

オースト
ラリア
（3.7）1.2%

イギリス
（3.0）1.0％
メキシコ
（3.5）1.1％
トルコ
（3.7）1.2％

南アフリカ
（3.9）1.2%
ブラジル
（3.9）1.2％
サウジ
アラビア
（4.8）1.5%
カナダ
（5.1）1.6％
インドネシア
（5.3）1.7％
韓国
（5.5）1.7％
イラン
（5.7）1.8％
日本
（9.9） ロシア

（15.5） インド
（20.8）

フランス
（2.6）0.8%

イタリア
（2.7）0.9%

ドイツ
（5.9）1.9%

アメリカ
（42.6）

中国（100.8）

31.8%

13.4%

7.6%

6.6%

17.4%

4.9%
3.1%

0 5 10 15 20 25 30 35
（トン／人）

4.08

29.20
18.28

14.57
13.89

13.36
12.90

10.77
10.56

7.87
7.15
7.10
6.76
6.54

4.61
4.51

3.84
2.76

1.95
1.83
1.50

0.43ナイジェリア
インド
ブラジル

インドネシア
メキシコ
フランス
イギリス
イタリア
南アフリカ
イラン
ドイツ
中国
日本
韓国
ロシア
アメリカ
カナダ

サウジアラビア
オーストラリア
アラブ首長国連邦

カタール

世界平均

（注）1　（　）の数値は排出量（単位：億トン）
2　四捨五入のため、各国の排出量の合計は世界の総排出量と一致しないことがある。

資料：国際エネルギー機関（IEA）「Greenhouse Gas Emissions from Energy」2022 
EDITIONを基に環境省作成

資料：国際エネルギー機関（IEA）「Greenhouse Gas Emissions from Energy」2022 
EDITIONを基に環境省作成

2 世界のエネルギー起源CO₂排出量（2020年）
環境省「世界のエネルギー起源CO2排出量（2020年）」

日本のエネルギー資源
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4-4-6 国産及び輸入別、天然ガスの供給量（1965年度〜2020年度）図表

0

20,000

40,000

60,000

80,000

（万トン）

2015 2020
（年度）

201020001990198019701965
0

20

40

60

80

100

国産天然ガス（左軸）

輸入LNG（左軸）

輸入比率（右軸） 97.9%

7,636万トン

161万トン

10,000
（％）

資料：経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」「資源・エネルギー統計」「電力調査統計月報」「ガス事業統計月報」、財務省「日本貿易統計」を基に作成
出典：経済産業省資源エネルギー庁「エネルギー白書 2022」

4-4-7 国産及び輸入別、LPガスの供給量（1965年度〜2020年度）図表

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（万トン）

0

20

40

60

80

（％）
100

2015 2020
（年度）

201020001990198019701965

輸入比率（右軸）

国産LPガス（左軸）

輸入LPガス（左軸）

77.0%

1,010万
トン

301万トン

（注）「国産 LPガス」は、製油所の数値である。
資料：経済産業省「資源・エネルギー統計」、財務省「日本貿易統計」を基に作成
出典：経済産業省資源エネルギー庁「エネルギー白書 2022」

4-4-8 国内炭・輸入炭供給量の推移（1965年度〜2020年度）図表
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（年度）

2010200520001995199019851980197519701965
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（100万トン）
200

国内原料炭（左軸）

輸入一般炭（左軸）

輸入原料炭（左軸）

国内一般炭（左軸）

輸入炭比率（右軸）

0

20

40

60

80

　（％）
100

99.7 ％

（注）国内一般炭には国内無煙炭、輸入一般炭には輸入無煙炭をそれぞれ含める。
資料：2020年度までは経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」、2001年度から財務省「日本貿易統計」、石炭フロンティア機構「コールデータバンク」を基に作成
出典：経済産業省資源エネルギー庁「エネルギー白書 2022」

食品表示に関する消費者の理解
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17 食品表示に関する消費者の理解
消費者庁「令和3年度食品表示に関する消費者意向調査報告書」（インターネット調査）
2022年2月〜3月調査、全国の満15歳以上の消費者10,000名対象（男性：4,854名、女性：5,146名）

1-17-1 「食品表示」の認知度図表 1-17-2 「保存の方法」表示の認知度図表

いいえ

はい

全体
n=10,000

62.8%

37.3%

いいえ

はい

全体
n=10,000 50.0%50.0%

1-17-3 「保存の方法」の説明について、正しいと思うもの（単一回答）図表 1-17-4 「賞味期限」の説明について、正しいと思うもの（単一回答）図表

0 20 40 60 80
（％）

分からない

「保存の方法」は全ての加工食品に
表示されている

表示されている「保存の方法」に従って
保存しなかった場合、開封前であっても

消費期限又は賞味期限まで食品の
安全性や品質が保たれない可能性がある

表示されている「保存の方法」は、
開封後の方法を説明したものである

全体 
n=10,000

12.2

46.2

9.6

32.0

0 20 40 60 80
（％）

全体 
n=10,000

分からない

「賞味期限」とは、定められた方法により
保存した場合において、腐敗、変敗その他の
品質の劣化に伴い安全性を欠くこととなる
おそれがないと認められる期限である

「賞味期限」とは、定められた方法により
保存した場合において、

期待される全ての品質の保持が十分に
可能であると認められる期限である

「賞味期限」は必ず年月日を
表示しなければならない

「賞味期限」を過ぎた食品は、安全性に
問題があり、食べることはできない 2.7

14.1

51.5

14.9

16.8

（注）四角囲みが正しい回答である。 （注）四角囲みが正しい回答である。

1-17-5 「原材料表示」の説明について、正しいと思うもの（単一回答）図表 1-17-6 「原料原産地表示」の説明について、正しいと思うもの（単一回答）図表

0 20 40 60 80
（％）

全体 
n=10,000

分からない

原材料の表示は、事業者が重要だと考える
原材料を順に表示されている

原材料の表示は、事業者が消費者に
知らせたい原材料のみ表示している

原材料の表示は、原則、使用した
原材料に占める重量の割合の

低いものから順に表示されている

原材料の表示は、原則、使用した
原材料に占める重量の割合の

高いものから順に表示されている
55.5

8.5

4.6

3.8

27.6

0 20 40 60 80
（％）

全体 
n=10,000

分からない

表示することとされている原産地は、
全て表示する必要がある

表示することとされている原産地が３以上
ある場合は、対象原材料に占める重量の

割合の高いものから順に2以上表示し、その他の
原産地を「その他」と表示することができる

表示することとされている原産地が２以上
ある場合は、主な原産地を表示し、その他の
原産地を「その他」と表示することができる

国産品にあっては、
全て都道府県名まで表示されている 10.6

30.6

15.6

7.8

35.4

（注）四角囲みが正しい回答である。 （注）四角囲みが正しい回答である。

〈容器包装に入った食品には「保存の方法」が
表示されているものがあることを知っているか〉

〈「食品表示」がどのようなものか知っているか〉
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19 生産者等の食品トレーサビリティに関する意識・意向
農林水産省「食料・農林水産業・農山漁村に関する意識・意向調査　生産者等の食品トレーサビリティに関する意識・意向調査
結果」（インターネット調査・郵送調査）令和3年度調査：2021年12月〜2022年1月調査、令和2年度調査：2020年12月〜2021年
1月調査、2015年農林業センサスにおける農業経営体の農業者・2018年漁業センサスにおける漁業経営体の漁業者・事業所母集
団データベースに登録されている事業所の流通加工業者対象（有効回答数　令和3年度調査：農業者 2,368名、漁業者 711名、流
通加工業者 1,288事業所、令和2年度調査：農業者 2,156名、漁業者 875名、流通加工業者 1,304事業所）

1-19-1 「出荷の記録」の保存
（2021年度・2020年度）

図表 1-19-3 「出荷の記録」を保存している
理由（2021年度・2020年度）（複数回答）

図表

0 20 40 60 80 100
（％）

15.5
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12.1

8.8

28.1

20.8

84.5

88.6

87.9

91.2

71.9

79.2

保存していない保存している

2020年度
n=1,293

2021年度
n=1,233

2020年度
n=875

2021年度
n=711

2020年度
n=2,156

2021年度
n=2,368農業者

漁業者

流通加工業者

0 20 40 60 80 100
（％）

80.9

54.0

5.1

0.3

80.0

51.6

3.7

0.6

71.1

45.6

10.3

1.1

72.2

49.3

14.7

1.0

72.2

47.7

11.4

1.0

67.6

51.9

8.1

0.4

2020年度 流通加工業者
n=1,024

2021年度 流通加工業者
n=887

2020年度 漁業者
n=798

2021年度 漁業者
n=625

2020年度 農業者
n=1,910

2021年度 農業者
n=2,002

無回答

その他

39.4
41.1

9.4
8.0

15.8
17.8

在庫管理のため

24.1
20.4

16.8
12.2

16.4
15.6

表示の根拠のため

万が一の事故に備えて、
原因の究明や農畜産物／

水産物／食品の
回収に対応するため1）

税務・経理事務のため

農業者

漁業者

流通加工
業者 2020年度 n=1,024

2021年度 n=887
2020年度 n=798
2021年度 n=625
2020年度 n=1,910
2021年度 n=2,002

（注）流通加工業者の結果は、「無回答」の者を除いた人数を 100.0％とした割合である。

1-19-2 農業者の「出荷の記録」の保存
（2021年度・2020年度） 図表

農業者
2021年度
n=2,368

2020年度
n=2,156

84.5%

15.5%

88.6%

11.4%

出荷の記録を
保存している

2021年度
2020年度

出荷の記録を
保存していない

2021年度
2020年度

（注）外側が 2021 年度、内側が 2020 年度である。 注：1）2020 年度は「事故原因の究明や農畜産物や食品の回収に対応するため」
（注）1-19-2 で「出荷の記録を保存している」と回答した者対象

1-19-4 農業者が「出荷の記録」を保存して
いる理由（2021年度・2020年度）（複数回答）

図表 1-19-5 農業者が「出荷の記録」を保存して
いない理由（2021年度・2020年度）（複数回答）

図表
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（％）
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n=1,910
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n=2,002

72.2

47.7

15.8

16.4

11.4

1

67.6

51.9

17.8

15.6

10.7
–

8.1

0.4無回答

その他

米トレーサビリティ法・
有機JAS制度への対応のため

表示の根拠のため

在庫管理のため

万が一の事故に備えて、原因の究明や
農畜産物の回収に対応するため

税務・経理事務のため

0 20 40 60 80
（％）

61.0

24.0

9.8

28.9

0.4

60.7

16.4

4.1

35.8

0.8 2020年度
n=246

2021年度
n=366

無回答

その他

伝票類を保存する場所が
確保できないため

手間がかかるため

必要性を感じないため

注：1）2019 年度は「原因の究明や農畜産物の回収に対応するため」
（注）1-19-2 で「出荷の記録を保存している」と回答した者対象

（注）1-19-2 で「出荷の記録を保存していない」と回答した者対象

農畜水産物・食品・製品の「出荷の記録」の保存について
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１ 鳥インフルエンザの発生状況
農林水産省「鳥インフルエンザに関する情報」

3-1-1 高病原性及び低病原性鳥インフルエンザの発生状況（2021年1月〜2022年11月1日現在）図表

≪ヨーロッパ≫

《アフリカ》  
南アフリカ共和国 H5（高） 2021.5.13
 H5N1（高） 2022.10.4
  ［2022.5.23］
 H5（低） 2021.7.14
  ［2021.7.5］
 H5N2（低） 2021.3.25
 H7（低） 2021.2.4
セネガル H5N1（高） ［2022.1.25］
ナイジェリア H5N1（高） 2022.4.26
モーリタニア H5N1（高） 2021.1.27
アルジェリア H5N8（高） 2021.1.17
  ［2021.2.22］
ニジェール H5N1（高） 2022.1.12
マリ H5N1（高） 2022.3.3
レソト H5（高） 2021.5.28
トーゴ H5N1（高） 2022.1.1
ガーナ H5（高） 2021.6.26
コートジボワール H5N1（高） 2021.11.21
ベナン H5（高） 2021.7.27
 H5N1（高） 2021.10.5
ボツワナ H5N1（高） 2021.7.24
カメルーン H5N1（高） 2022.1.29
ナミビア H5N1（高） ［2022.2.2］
ブルキナファソ H5N1（高） 2021.12.15
ギニア H5N1（高） 2022.5.10

アイスランド H5N1（高） 2022.4.15
  ［2022.9.22］
アイルランド H5N1（高） 2021.12.17
  ［2022.10.17］
 H5N3（高） ［2021.1.8］
 H5N8（高） ［2021.1.29］
アルバニア H5N1（高） ［2022.3.18］
 H5N8（高） 2022.3.23
イタリア H5N1（高） 2022.10.21
  ［2022.10.12］
 H5N8（高） 2021.2.19
  ［2021.2.1］
 H7N7（低） 2021.1.29
ウクライナ H5（高） 2021.12.12
  ［2021.4.2］
 H5N8（高） 2021.2.16
英国 H5N1（高） 2022.10.20
  ［2022.10.20］
 H5N3（高） ［2021.1.14］
 H5N8（高） 2021.3.21
  ［2021.11.7］
エストニア H5N1（高） ［2022.3.18］
 H5N8（高） 2021.10.21
  ［2021.9.27］
オーストリア H5N1（高） 2022.1.20
  ［2022.4.8］
 H5N5（高） ［2021.2.25］
 H5N8（高） ［2021.4.27］
オランダ H5N1（高） 2022.10.15
  ［2022.10.7］
 H5N3（高） ［2021.1.4］
 H5N4（高） ［2021.3.4］
 H5N8（高） 2021.5.21
  ［2021.12.1］

北マケドニア H5N1（高） ［2022.2.17］
ギリシャ H5N1（高） ［2022.4.18］
 H5N8（高） ［2021.3.30］
クロアチア H5N1（高） 2022.5.25
  ［2022.2.9］
 H5N8（高） ［2021.3.14］
スイス H5N1（高） 2021.11.23
  ［2022.3.7］
 H5N4（高） ［2021.2.4］
スウェーデン H5（高） ［2021.5.25］
 H5N1（高） 2022.2.23
  ［2022.10.5］
 H5N5（高） 2021.3.2
  ［2021.5.25］
 H5N8（高） 2021.4.19
  ［2021.10.13］
スバールバル諸島 H5N5（高） ［2022.6］
スペイン H5N1（高） 2022.9.17
  ［2022.10.21］
 H5N8（高） ［2021.1.26］
スロバキア H5N1（高） 2022.5.24
  ［2022.2.7］
 H5N5（高） 2021.1.22
 H5N8（高） ［2021.1.15］
スロベニア H5N1（高） 2021.12.26
  ［2022.10.19］
セルビア H5N1（高） ［2021.11.13］
 H5N2（高） ［2021.9.26］
 H5N8（高） ［2021.10.8］
チェコ H5（高） 2021.9.27
 H5N1（高） 2022.4.13
  ［2022.1.29］
 H5N5（高） ［2021.2.24］
 H5N8（高） 2021.5.17
  ［2021.4.19］

デンマーク H5（高） 2021.10.30
 H5N1（高） 2022.3.28
  ［2022.10.25］
 H5N3（高） ［2021.4.29］
 H5N5（高） ［2021.3.19］
 H5N8（高） 2022.1.6
  ［2022.1.3］
ドイツ H5N1（高） 2022.10.16
  ［2022.9.30］
 H5N3（高） ［2021.12.22］
 H5N4（高） ［2021.4.16］
 H5N5（高） 2021.3.4
  ［2021.3.10］
 H5N8（高） 2021.6.23
  ［2021.7.1］
ノルウェー H5（高） 2021.11.16
 H5N1（高） 2022.10.20
  ［2022.8.10］
 H5N5（高） ［2022.7.7］
 H5N8（高） ［2021.7.29］
ハンガリー H5N1（高） 2022.6.7
  ［2022.5.30］
 H5N5（高） ［2021.2.23］
 H5N8（高） 2021.2.1
  ［2021.3.2］
フィンランド H5N1（高） ［2022.8.16］
 H5N8（高） 2021.2.8
  ［2021.11.9］
フェロー諸島 H5N1（高） 2022.10.14
  ［2022.6.18］
フランス H5N1（高） 2022.10.20
  ［2022.10.19］
 H5N8（高） 2021.4.26
  ［2021.9.11］
 H7N7（高） ［2021.9.14］
 H5N3（低） 2021.3.9

第１章

20 食生活データ総合統計年報 2023

1-1-1 現在の食生活の満足度（2021年）図表
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1-1-2 現在の生活の各面での満足度の推移（1995年～2021年）図表
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60.160.1
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57.757.7 58.358.3

63.763.7
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59.7
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73.3 71.6

76.7
79.3 78.4 78.1
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59.659.6
56.356.3

54.254.2

47.947.9 49.249.2 47.747.7 46.346.3 44.744.7

43.243.2 42.542.5
40.040.0

34.534.5
39.239.2

46.546.5

54.754.7
48.248.2

53.353.3

43.543.5
46.246.2

53.253.2
56.256.2 56.756.7

56.056.0

26.026.0

-9.5-9.5
-14.2-14.2

-18.9-18.9

-24.7-24.7 -25.3-25.3
-22.0-22.0

-30.1-30.1

-23.5-23.5 -23.8-23.8

-28.6-28.6

-26.5-26.5

-29.2-29.2

-23.9-23.9
-19.0-19.0 -17.8-17.8

-22.6-22.6

-11.2-11.2

-22.9-22.9 -21.4-21.4

-12.6-12.6

-8.0-8.0 -7.6-7.6
-11.8-11.8

6.16.1
2.72.7

-3.2-3.2

-8.8-8.8

-14.8-14.8

-10.8-10.8

-18.6-18.6
-13.2-13.2 -14.3-14.3 -13.9-13.9 -15.1-15.1 -16.8-16.8

-14.3-14.3
-10.4-10.4

-7.0-7.0

-10.1-10.1

-1.9-1.9

-9.4-9.4

-7.0-7.0

-1.5-1.5

4.44.4 5.15.1 6.76.7

-20.0-20.0

レジャー・余暇生活自己啓発・能力向上住生活食生活耐久消費財1)資産・貯蓄所得・収入

-29.9

-33.9-33.9

注：1）耐久消費財は自動車、電気製品、家具などを指す。
（注）1　グラフのポイントは、現在の生活各面での「満足度」（小計）から「不満度」（小計）

の割合を差し引いた値。
2　2015年 6月調査までは 20歳以上の者、2016年 7月調査から 18歳以上の者を対象。
3　「国民生活に関する世論調査（平成 30年 6月調査）」「国民生活に関する世論調査（令
和 2年度調査）」（1995年〜 2018年）、「国民生活に関する世論調査（令和元年 6月
調査）」は中止となっている。

資料：「国民生活に関する世論調査（平成 30年 6月調査）」（1995年〜 2018年）、「国民生
活に関する世論調査（令和元年 6月調査）」（2019年）、「国民生活に関する世論調査
（令和 3年 9月）」（2021年）をもとに三冬社が作成

1 食生活の満足度
内閣府「国民生活に関する世論調査（令和3年9月）」（郵送法）
2021年9月〜10月調査、全国18歳以上の日本国籍を有する3,000名対象（有効回収数：1,895名）
※「国民生活に関する世論調査（令和2年度調査）」は中止となっている。 第4章
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5 お米（ごはん）・米粉食品
（株）クロス・マーケティング「お米（ごはん）に関する調査（2022年）」（インターネット調査）
2022年10月調査、全国47都道府県の20歳〜69歳の男女対象（有効回答数：1,100サンプル）

4-5-3 好きなごはんの種類（複数回答）図表

0

20

40

60

（％）
80

70.9

30.5 26.8 26.2
18.5

7.8

○
分
づ
き
米

（
3
分
づ
き
米
な
ど
）

の
ご
は
ん

玄
米
ご
は
ん

（
精
米
と
混
ぜ
て
も
）

雑
穀
米
や
麦
芽
米
を

混
ぜ
た
ご
は
ん

お
こ
わ
や
お
赤
飯

（
も
ち
米
）

豆
ご
は
ん
や

栗
ご
は
ん
な
ど
の

炊
き
込
み
ご
は
ん

１
０
０
％
精
米
の

白
米
の
ご
は
ん

全体 n=1,100

4-5-4 興味のある米粉食品（複数回答）図表

4-5-1 自宅でごはんを食べる頻度図表 4-5-2 自宅で食べるごはんの種類（どのよう
に用意されたものか）（複数回答）図表
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4-3-3 コロナ禍での食のライフスタイルの変化（複数回答）図表
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（注）1　コロナ前（2019年以前）と比較した回答
2　「意識するようになったもの」の降順

4-3-4 コロナ禍での食意識の変化（複数回答）図表

4-3-5 鮮魚料理の印象（2022年）図表

注：1）「Aに近い」「やや Aに近い」の計
　：2）「やや Bに近い」「Bに近い」の計
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【誌面サンプル】



70 歳雇用延長で働き甲斐が問われる日本！ 諸外国と比べて低下した生産性の向上
が問われている。少子高齢社会に向けた対策を考えるための総合統計集。

第 1章  官庁統計にみる少子高齢化
第2章  地域経済と若者の就業
第 3章  国の財政と国民生活

第4章  結婚・仕事・子育てと少子化対策
第5章  高齢者の生活と高齢化対策
第6章  国際比較
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少子高齢社会 総合統計年報2023

● 諸外国と日本の生産年齢（15 〜 64 歳）人口の推計
　 日本	 2020 年　7,482万人　➡　2050 年　5,366万人
　 アメリカ	2020 年　21,514万人　➡　2050 年　23,176万人
　 ドイツ	 2020 年　5,392万人　➡　2050 年　4,520万人
　 フランス	2020 年　4,020万人　➡　2050 年　3,813万人
● 諸外国と日本の老年（65 歳以上）人口の推計
　 日本	 2020 年　3,592万人　➡　2050 年　3,988万人
　 アメリカ	2020 年　5,505万人　➡　2050 年　8,481万人
　 ドイツ	 2020 年　1,817万人　➡　2050 年　2,404万人
　 フランス	2020 年　1,355万人　➡　2050 年　1,881万人
● �2020 年の諸外国と日本の 65 歳以上の労働力率
　 日本 25.5％　アメリカ 19.4％　ドイツ 7.4％　フランス 3.4％

第１章
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1-1-7 年齢3区分別、総人口に占める割合の推移（1950年〜2021年）図表
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1-1-6 我が国の人口ピラミッド（2021年10月1日現在）図表
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（注）各年 10月 1日現在。1950年～ 2005年、2010年及び 2015年は国勢調査人口（年齢不詳をあん分した人口）、2020年は国勢調査人口（不詳補完値）による。1970年までは沖縄県を含まない。
出典：総務省統計局「人口推計」（2021年 10月 1日現在）

出典：総務省統計局「人口推計」（2021年 10月 1日現在）

日本の将来推計人口と高齢者世帯の分布
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1-3-8 都道府県別、75歳以上人口割合推計地図（2015年・2030年・2045年）図表

割合（％）
都道府県 2015年 2030年 2045年
全 国 12.8 19.2 21.4
北 海 道 14.3 22.8 26.0
青 森 県 15.4 23.8 29.1
岩 手 県 16.3 22.8 26.3
宮 城 県 12.9 20.1 23.9
秋 田 県 18.4 27.0 31.9
山 形 県 16.9 23.3 26.7
福 島 県 15.0 22.8 27.4
茨 城 県 12.4 20.7 23.6
栃 木 県 12.2 19.3 21.5
群 馬 県 13.3 20.7 23.2
埼 玉 県 10.6 18.0 20.1
千 葉 県 11.4 18.8 20.7
東 京 都 10.9 14.3 16.7
神奈川県 10.9 17.1 20.2
新 潟 県 15.7 22.4 24.8
富 山 県 15.0 22.4 23.5
石 川 県 13.3 20.2 21.6
福 井 県 14.7 20.9 23.0
山 梨 県 14.5 22.0 26.7
長 野 県 15.7 22.3 25.2
岐 阜 県 13.6 20.5 22.7
静 岡 県 13.4 20.7 23.2
愛 知 県 10.8 16.5 18.5
三 重 県 13.7 20.0 22.4
滋 賀 県 11.3 17.4 19.5
京 都 府 12.9 20.1 22.0
大 阪 府 11.9 18.4 20.6
兵 庫 県 12.7 20.0 22.7
奈 良 県 13.4 22.1 24.9
和歌山県 15.6 21.9 23.8
鳥 取 県 15.8 21.9 23.3
島 根 県 17.7 23.4 23.9
岡 山 県 14.3 20.2 20.9
広 島 県 13.2 19.6 20.4
山 口 県 16.2 23.4 23.6
徳 島 県 16.0 23.0 24.9
香 川 県 15.0 21.5 22.3
愛 媛 県 15.6 22.9 24.9
高 知 県 17.2 24.4 25.7
福 岡 県 12.5 18.9 20.2
佐 賀 県 14.5 20.5 22.3
長 崎 県 15.6 22.7 25.3
熊 本 県 15.4 21.2 22.8
大 分 県 15.7 22.7 23.8
宮 崎 県 15.5 22.7 24.6
鹿児島県 16.1 22.3 25.3
沖 縄 県 10.1 14.7 17.8

2045 年

2030 年

2015 年

25％〜
20 〜 25％
15 〜 20％
10 〜 15％
〜 10％

出典：「日本の地域別将来推計人口」（2018年推計）

子どもを持つ事と働き方
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8 子どもを持つ事と働き方
内閣府「令和3年度 人生100年時代における結婚・仕事・収入に関する調査 報告書」（インターネット調査）
2021年12月〜2022年1月調査、20歳以上70歳未満の国内在住のインターネット・モニター対象

4-8-1 現在子どもがいない者の理想の子どもの数・今後育てたい子どもの数（20代〜40代の
独身・既婚）図表

4-8-2 20〜39歳の独身・結婚意思ありの男女が結婚後の自身と配偶者の仕事について望む形
（理想）図表

（注）結婚後（初婚）子どもがいない時を想定
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コロナ後の女性の暮らしと消費はどう変化するのか？
仕事や結婚の意識まで捉えた統計集。

第 1章  官庁統計によるデータ
第2章  �新型コロナによる女性への

影響

第 3章  社会・仕事に関するデータ
第4章  結婚・家族に関するデータ
第5章  家計・消費に関するデータ

第6章  健康・美容に関するデータ
第7章  �余暇・生活全般に関する

データ

●ISBN978-4-86563-091-6
●三冬社 編集制作部 編
●2022年10月26日発行
●A4判328頁
●定価 本体14,800円＋税

女性の暮らしと生活意識データ集2023

● 20 歳～ 69 歳の女性の趣味
　 1位　旅行 42％　２位　音楽鑑賞 36％　３位　映画鑑賞 35％
● 30 代・40 代の女性がコロナ禍のリベンジ消費でお金をかけたいもの
　 1位　旅行・観光 45.6％　　２位　外食 21.4％　　
　 3 位　テーマパーク 16.2％　　４位　ライブ・コンサート 16.0％
● シニア女性が熱心に取り組んでいる趣味や活動
　 １位　健康づくりのための運動 51.9％　 　２位　読書 46.0％
　 ３位　園芸・ガーデニング 39.1％
● シニア女性が幸せを感じる時
　 １位　美味しいものを食べている時 68.8％　
　 ２位　新たな知識を得た時・自分の知識を深めた時 60.4％
　 ３位　趣味のことをしている時 60.0％

例
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と
が
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す！

少子化・高齢化が進むニッポン！  数年後には、高齢者も減少する予想で、介護・
看護サービスの再構築のための豊富な資料を集めた統計集。

第 1章  高齢者・要介護者に関するデータ
第2章  介護者に関するデータ
第 3章  介護サービス＆医療に関するデータ

第4章  介護保険・高齢者医療等に関するデータ
第5章  介護・看護従事者の労働に関するデータ
第6章  これからの介護・取り組み

●ISBN978-4-86563-089-3
●三冬社 編集制作部 編
●2022年9月22日発行
●A4判328頁
●定価 本体14,800円＋税

介護・看護サービス統計データ集2023

● 2021年９月末日の要介護等認定者数
　 65 ～ 79 歳の男性……12万人　90 歳以上の男性……39万人
　 65 ～ 79 歳の女性……10万人　90 歳以上の女性……147万人
● �就業している保健士の人数…… 

1996 年 31,581人 ➡ 2020 年 55,595人
　 就業している看護士の人数……1996 年 54万人 ➡ 2020 年 128万人
　 就業している准看護士の人数……1996 年 38万人 ➡ 2020 年 28万人
● 特別養護老人ホームにおける入所待機者状況（2019 年度の前年比）
　	  増加した 21.6％　　変わらない 49.3％　　減少した 29.1％
● 要介護要支援認定者数の推移　2000 年度 244万人 ➡ 2019 年度 667万人
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1 働く女性の実情
厚生労働省「令和2年版 働く女性の実情」

3-1-1 労働力人口及び労働力人口総数に占める女性割合の推移（1985年〜2020年）図表
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合
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39.739.7 40.640.6 40.540.5 40.740.7 41.341.3 41.441.4 41.441.4 41.541.5 41.841.8 42.042.0 42.042.0 42.242.2 42.642.6 42.942.9 43.043.0 43.343.3 43.743.7 44.144.1 44.444.4 44.344.3

労働力人口総数に占める女性割合労働力人口総数 女性労働力人口

5,963
6,384 6,666 6,766 6,651 6,664 6,684 6,674 6,650 6,632 6,596 6,565 6,593 6,609 6,625 6,673 6,720 6,830 6,886 6,868

5,963
6,384 6,666 6,766 6,651 6,664 6,684 6,674 6,650 6,632 6,596 6,565 6,593 6,609 6,625 6,673 6,720 6,830 6,886 6,868

（注）総務省「労働力調査」に係る 2011 年統計については、東日本大震災の影響により、関連統計等を用いて補完推計した値である。又、2005 年から 2009 年までの数値については、2010 年
国勢調査を基準とする推計人口に、2010 年から 2016 年までの数値については、東日本大震災による補完推計の値も含め、比率を除き、2015 年国勢調査結果を基準とする推計人口のベ
ンチマーク人口に基づいて溯及又は補正した時系列接続用数値を用いており、同数値により前年比較を行っている。

資料 : 総務省「労働力調査」「労働力人口の男女別構成比」は、厚生労働省雇用環境・均等局作成。

3-1-2 女性の年齢階級別、労働力率（2010年・2019年・2020年）図表
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資料 : 総務省「労働力調査」（2010 年・2019 年・2020 年）

3-1-3 女性の配偶関係・年齢階級別、労働力率（2010年・2020年）図表
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資料 : 総務省「労働力調査」（2010 年・2020 年）
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19 女性の薬局・薬剤師との付き合い方
内閣府「薬局の利用に関する世論調査」（郵送調査）
2020年10月〜11月調査、全国18歳以上の日本国籍を有する者対象（有効回収数：1,944名）※女性の回答を抜粋し作成掲載して
いる。

1-19-1 薬局・薬剤師への相談内容
（複数回答）　図表 1-19-2 薬局・薬剤師の満足度図表
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n=172
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0.60.6
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－－

－－

－－

1.31.3
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6.46.4

3.23.2

（注）「無回答」を除く。

1-19-3 薬局を1つに、薬剤師を1人に
決めているか図表 1-19-4 女性がかかりつけ薬剤師を決め

ていない理由（複数回答）図表

無回答
1.2％

特に決めていない

その他
1.9％

病院や診療所ごとに
その近くにある薬局に行く

薬局は1つに
決めているが、
かかりつけ薬剤師は
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n=1,010
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かかりつけにしたい薬剤師が
見つかっていないため

n=203

（注）1　1-19-3で「薬局は 1つに決めているが、かかりつけ薬剤師は決めていない」と答
えた者対象

2　「無回答」を除く。

1-19-5 女性が薬局を1つに決めていな
い理由（複数回答）図表 1-19-6 かかりつけ薬剤師・薬局の利点

への女性の関心事項（複数回答）図表
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薬局を利用する機会が少なく、
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n=725
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その他

在宅療養中の自宅を訪問し、薬を管理

地域の病院や診療所、
介護施設などと一緒になった対応

薬の飲み残しなどを確認し、
残っている薬を整理

薬についての閉店時間外の
電話などによる相談への対応

緊急時の開店時間外の調剤

服用している全ての薬をまとめて
管理し、薬の重複や副作用を確認

n=928

（注）1　1-19-3で「病院や診療所ごとにその近くにある薬局に行く」「その他」「特に決め
ていない」と答えた者対象

2　「無回答」を除く。

（注）1　1-19-3で「薬局は 1つに決めているが、かかりつけ薬剤師は決めていない」「病
院や診療所ごとにその近くにある薬局に行く」「その他」「特に決めていない」と
答えた者対象

2　「無回答」を除く。
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1-5-3 消費行動に大きな影響が見られた主な品目の対2019年同月実質増減率
（2021年6月～2022年6月）　図表

注：1）マスク・ガーゼを含む。
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1-1-1 男女・年齢5歳階級別、高齢者人口（2017年及び2021年10月1日）と要介護等認定者数（2017年
及び2021年9月末）　図表

0

393

520

478

0 2,000 4,000 6,000
（千人）

2,0004,0006,000
（千人）

1,469

1,326

957

505

65歳以上
70歳未満

70歳以上
75歳未満

75歳以上
80歳未満

80歳以上
85歳未満

85歳以上
90歳未満

90歳以上

267267

120120

280280

100100

456

471

215215

1,212

1,223

1,000

526

2017年要介護等認定者2017年人口
2021年要介護等認定者2021年人口

246246

133133154154

331331

332332

301301

4,045

5,123

5,106

4,120

3,7223,722

3,7303,730

3,252

3,137

2,484

2,222

1,8811,881

1,5591,559

3,8243,824

4,7984,798

4,5644,564

3,6293,629

2,990

3,009

2,311

2,157

1,388

1,173

646

496

（注）1　要介護等認定者は、第 1号被保険者。人口は、総人口。
2　数値は百の位を切り捨て計上。

出典：総務省統計局「人口推計」、厚生労働省「介護保険事業状況報告」を基に三冬社作成

1-1-2 男女別、要介護等認定者数（2021年9月末）図表

（注）保険者が国民健康保険団体連合会に提出する受給者台帳を基にしたものであり、提出後に要介護度が遡って変更になる場合がある。
出典：厚生労働省「介護保険事業状況報告（暫定）（令和 3年 9月分）」

1 高齢者・要介護等認定者の現状
総務省統計局「人口推計」、厚生労働省「介護保険事業状況報告」

男性 女性

（単位：人）

男
性

区分 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 総数
第1号被保険者 302,652 266,236 461,938 390,598 291,984 244,685 154,169 2,112,262 

65歳以上70歳未満 16,130 16,967 23,044 22,798 16,304 14,158 11,496 120,897 
70歳以上75歳未満 35,995 36,251 52,237 51,172 37,036 31,734 23,542 267,967 
75歳以上80歳未満 48,190 43,694 70,681 61,294 44,175 37,592 25,822 331,448 
80歳以上85歳未満 75,272 60,625 108,698 86,084 62,390 51,848 33,086 478,003 
85歳以上90歳未満 79,728 65,190 120,700 93,771 69,959 57,599 33,541 520,488 
90歳以上 47,337 43,509 86,578 75,479 62,120 51,754 26,682 393,459 

第2号被保険者 6,704 10,475 12,168 15,290 10,582 8,710 8,624 72,553 
合計 309,356 276,711 474,106 405,888 302,566 253,395 162,793 2,184,815 

女
性

区分 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 総数
第1号被保険者 654,222 665,302 936,860 747,693 606,370 607,197 419,742 4,637,386 

65歳以上70歳未満 16,126 17,935 17,880 16,474 11,172 10,634 9,619 99,840 
70歳以上75歳未満 51,932 51,231 52,701 43,012 29,663 28,398 23,602 280,539 
75歳以上80歳未満 103,677 90,246 104,332 72,683 50,470 47,080 36,930 505,418 
80歳以上85歳未満 186,921 163,501 208,027 139,268 99,741 91,916 67,709 957,083 
85歳以上90歳未満 193,443 200,409 289,326 215,635 164,368 156,128 106,288 1,325,597 
90歳以上 102,123 141,980 264,594 260,621 250,956 273,041 175,594 1,468,909 

第2号被保険者 5,574 9,214 8,984 11,597 7,790 7,109 7,656 57,924 
合計 659,796 674,516 945,844 759,290 614,160 614,306 427,398 4,695,310 
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17 高齢者の健康意識と医療サービスの利用
内閣府「令和2年度 第9回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査結果（概要版）」（郵送調査［日本］）
2021年1月調査（日本）、日本・アメリカ・ドイツ・スウェーデン各国在住の60歳以上の男女個人対象（有効回収数（日本）：
1,367名、男性：651名、女性：716名）（その内日本人の回答を抜粋掲載）

1-17-1 現在の健康状況（2021年）図表 1-17-2 日常生活での介助や介護の必要
性（2021年）図表

無回答
2.4%

病気で、1日中寝込んでいる
0.9%

病気がちで、
寝込むことがある

あまり健康とは
いえないが、
病気ではない

健康である

全体
n=1,367 50.8%40.9%

5.0%

無回答
2.0%

不自由で、全面的にほかの人の
世話や介護を受けている
1.2%

不自由で、一部
ほかの人の
世話や介護を
受けている

少し不自由だが
何とか自分でできる

まったく不自由なく
過ごせる

全体
n=1,367 74.5%

17.8%

4.5%

1-17-3 健康について心がけていること
（2021年）　図表 1-17-4 医療サービスの利用状況

（2021年）　図表

0 20 40 60 80
（％）

66.2

61.3

58.3

9.8

51.1

15.4

51.9

15.9

41.3

38.8

26.4

1.7

3.1

2.3無回答

特に心がけていることはない

その他

なるべく外出する

趣味を持つ

気持ちをなるべく明るく持つ

地域の活動に参加する

散歩や運動をする

酒やタバコをひかえる

健康診断などを定期的に受ける

保健薬や強壮剤などを飲む

栄養のバランスがとれた食事をする

規則正しい生活を送る

休養や睡眠を十分とる

全体
n=1,367

無回答
3.4%

利用していない

年に数回
月に
1回くらい

月に
2、3回くらい

週に
1回くらい
3.2%

週に
2、3回くらい
2.6%

週に
4、5回くらい
0.2%

ほぼ毎日
0.6%

全体
n=1,367

10.8%

41.8%

22.8%

14.6%

1-17-5 年代別、医療サービスの利用状況（2021年）図表

（単位：％）

n
ほぼ毎日

週に
4、5回
くらい

週に
2、3回
くらい

週に
1回くらい

月に
2、3回
くらい

月に
1回くらい 年に数回 利用して

いない 無回答

日
本

60〜64歳 195 0.5 0.5 1.0 3.6 5.1 34.4 30.8 20.5 3.6

65〜69歳 302 0.7 － 0.7 2.6 8.6 37.1 26.8 19.9 3.6

70〜74歳 372 － 0.3 3.0 3.2 8.6 42.7 24.5 14.2 3.5

75〜79歳 231 1.3 － 1.7 3.0 10.8 45.0 21.2 12.6 4.3

80歳以上 267 0.7 0.4 6.4 3.7 20.6 48.7 11.2 6.4 1.9

介護・看護2023_1章.indb   61 2022/09/09   18:44

高齢者・要介護者等のいる世帯の状況

27

2

5

3

4

6

1
高
齢
者
・
要
介
護
者
に

関
す
る
デ
ー
タ

1-2-8 要介護者等の年齢階級別、要介護者等のいる世帯の構造の構成割合図表

0 20 40 60 80 100
（％）

90歳以上

85～ 89歳

80～ 84歳

75～ 79歳

70～ 74歳

65～ 69歳

40～ 64歳

総数

その他の世帯三世代世帯核家族世帯単独世帯

19

12

12

11

9

12

19

34

13

7

10

5

8

12

14

18

42

62

51

63

59

49

36

22

27

19

27

21

25

27

30

26

（注）1　数値は四捨五入しているため合計が 100％に合わない場合がある
2　割合については、「2019年・4介護票　第 11表　介護を要する者数」を基に三冬社算出。

1-2-11 要介護者等と同居の主な介護者の年齢組合せ別の割合の年次推移（2001年〜2019年）図表

0

20

40

60

80
（％）

75歳以上同士65歳以上同士60歳以上同士

18.718.7 19.619.6
24.924.9 25.525.5

29.029.0 30.230.2
33.133.1

40.640.6 41.141.1

47.647.6 45.945.9
51.251.2

54.754.7
59.759.7

54.454.4
58.158.1 58.958.9

62.762.7

69.069.0 70.370.3
74.274.2

2019
（年）

201620132010200720042001

（注）2016年の数値は、熊本県を除いたものである。

1-2-9 要介護者等との続柄別、主な介
護者の構成割合図表 1-2-10 男女・年齢階級別、同居の主な

介護者の構成割合図表

不詳

その他 0.5%

事業者

別居の家族等

その他の親族 1.7% 父母 0.6%

子の配偶者

子

配偶者

同居
54.4％

23.8%

20.7%

7.5%

13.6%

12.1%12.1%

19.6%
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（％）

女性
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不詳80歳
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70～
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69歳
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40歳
未満
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（％）

同居の主な介護者

女性男性

65.035.0

22.8 0.0
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